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株式会社ベクトル
創業者・代表取締役会長兼社長　西江 肇司

2023年2月期を振り返って

次の10年に向け、変化を恐れず、
常に新しいことに挑戦

コロナ禍を経て、モノの広め方は激動に変化している中、2022年は当社

にとって創業30周年という節目の年でもありました。この1年を振り返ると、

モノの広め方がよりデジタルに移行し、当社の掲げる「FAST COMPANY」

という戦略に時代が合致してきたと実感しております。

また、「FAST COMPANY」戦略をより強固にするため、デジタル領域の

M&Aを積極的に実行するなど、次の10年に向けた成長基盤を構築できた

年だったと思っております。
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広告業界の「FAST COMPANY」を目指して
当社は、顧客の「いいモノを世の中に広める」ために、PRを起点とした最先端のコミュニケー

ション手法を低価格でシンプルかつスピーディにモノを広める「FAST COMPANY」という考
えを基軸に、時代の変化に対応しながら顧客をサポートすることで事業を拡大してまいりました。

当社が狙う広告業界においては、総広告費は7兆円を突破しました。その中でも、インターネッ
ト広告費は社会のデジタル化を背景に継続して成長を続けた結果、3兆円を超え、広告市場を
牽引しました。一方で、テレビ・新聞・雑誌・ラジオといったマスコミ4媒体広告費は減少傾向
にあります。以前は、テレビ・新聞・雑誌・ラジオに広告を出稿していればモノが広まる時代

でしたが、インターネットやSNSが普及したことで、モノの広め方が劇的なスピードで変わり続
けており、現在はただ広告を出せばモノが広まる時代ではなくなりました。また、広告業界は

複雑な構造となっており、顧客が総合的なコミュニケーション戦略を代理店に依頼する場合、

PRを依頼するのであればPR会社に、インフルエンサーを起用するのであれば、インフルエンサー
マーケティング会社に、広告運用を依頼するのであれば広告運用会社にと、複数の関係者が絡

むことで、顧客にとってはトータルコストが高くなる傾向になるだけでなく、コミュニケーション

においても手間がかかることになります。

当社は、市場環境の変化にいち早く対応しながら、顧客に合ったコミュニケーション戦略をワ

ンストップで提供できることが強みであります。当社は、PRを得意とする子会社、インフルエン
サーマーケティングを得意とする子会社、SNS運用や広告運用を得意とする子会社など、今の
時代に適したモノの広め方をするために必要なインフラをすべて完備しております。そうすること

で、顧客にとって低価格でスピーディなコミュニケーション戦略を実現しております。直近では、

社会のデジタル化が加速していることを踏まえ、デジタル領域を中心に積極的なM&Aを実施し、
モノを広めるためのインフラを拡充することで、当社の「FAST COMPANY」構想を強化して
おります。変化を恐れず、常に対応し続けてきたからこそ、PRグローバルランキングでアジア1位、
世界7位までの規模となることができました。これからも、時代を見据えたコミュニケーション
戦略を確立し、広告業界の「FAST COMPANY」として、顧客にとって最良なモノの広め方
を提供していきたいと考えております。

次の10年に向けた成長への取り組み
当社は、「FAST COMPANY」という考えのもとモノを広める支援を図る「PR COMPANY」
領域を主軸としながら、顧客の成長支援を加速するため、人事・ 採用面の支援を図る「HR 
COMPANY」、新規事業の創出を図る「COMPANY FACTORY」、投資事業の成長を図る
「INVESTMENT」と全部で4つの事業領域を展開し、継続したグループの拡大を目指しており
ます。主要事業と関係のない事業展開に見えますが、すべての事業が密接に絡み合い、主要事

業の強化に繋がっております。

まず、「COMPANY FACTORY」領域においては、生活者に直接モノを販売する事業である
「D2C」と領域拡大に繋がる「新規事業」を展開しております。インターネットで直接モノを買
う時代になり、生活者の購買プロセスを把握することは事業を行う上で不可欠といえます。その

意味でも、「D2C」事業を展開する意義はありますが、何よりも顧客のモノを広めるだけでなく、
「D2C」のノウハウを活かして購買まで支援できるため、売上最大化まで含めた幅広い提案が
可能になりました。また、時代の変化に対応するため、「新規事業」にて、時代に合ったモノの

広め方を提供するために必要な事業を作り上げ、常にPRを起点とした最先端のコミュニケー
ション手法を確立し、提供できる体制を構築しております。
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次に、「HR COMPANY」領域においては、企業に対して人事評価制度の導入や人事評価
クラウドサービスを中心に提供する「人事評価」事業、採用活動の入り口に求職者と企業が動

画を活用することで双方が抱える採用における課題を解決しスピーディーなマッチングを実現す

る「採用支援」事業を展開しております。

言うまでもなく、企業が継続的に成長するためには、優秀な人材の採用・育成が必要不可欠

です。2021年から「採用支援」事業を手掛ける「JOBTV」は大きな可能性を秘めており、当
社事業の柱の一つになると考えております。デジタル化が急進し、動画の活用が浸透している中、

私が学生の頃から就活市場は大きく変わっていないため、「動画」という変化を加えることでこの

市場に風穴をあけることができると思っております。実際、「JOBTV」の開始以降、求職者・企
業双方の声を聞き大きな手応えを感じているため、より一層のサービス強化を図ってまいります。

また、企業の採用強化には、企業の魅力を適切に伝える必要があり、当社はその魅力を適

切な人に「PR」を用いて効果的に伝えることができます。「HR」領域を展開することで、そう
いったシナジーも生まれております。当社は、モノを広める「PR」だけでなく、企業の成長に
不可欠な「HR」まで手掛けることで、付加価値を高めております。

最後に、「INVESTMENT」領域においては、ベンチャー企業への出資活動において、出資
先に対して「PR」と「IR」を合わせたバリューアップサポートを実施する「投資」事業を展開
しております。これまで、200社以上のベンチャー企業に出資し、28社がIPOを実現し、その
後もIRをはじめとしたグロースへの支援を行っています。政府が、官民を挙げてのスタートアッ
プ支援強化を打ち出していることもあり、ベンチャー企業は今後も増加していくと見込んでおり

ます。当社であれば、出資だけでなく、「PR」・「IR」も支援できるという強みがあるため、
主要クライアントである大企業だけでなく、ベンチャー企業にも顧客層を拡大することができま

す。また、最先端の事業を行うベンチャー企業に出資することで、どのような事業が成功するの

か、どのようなモノの広め方を求めているのかを把握できるため、当社の事業領域すべてに還

元され、当社ならではのシナジーが生まれております。

これらのことから、4つの事業領域はすべてが密接に絡み合い、主要事業の強化はもちろん、
当社ならではの付加価値の向上に繋がっております。次の10年に向けた成長を見据え、この4
つの事業領域から生み出されるシナジーを活かして事業領域を強化するとともに、変化を恐れ

ず、常に新しいことに挑戦してまいります。

いいモノを世の中に広め人々を幸せに
当社は、「いいモノを世の中に広め人々を幸せに」を企業理念とし、創業当初から社会にさ

まざまな価値を提供してまいりました。現在では、幅広い事業を展開し、クライアント、パート

ナー、株主の皆様、社員含めさまざまなステークホルダーと関わり、人々の生活や社会に大き

く関与しているため、我々の社会的責任、使命は大きいと考えております。昨今、コロナウイル

スの影響やデジタル化で、事業環境が大きく変化し、気候変動・環境問題も深刻化する中、企

業としての社会的責任を果たし、SDGs視点を持ったサステナビリティの活動に取り組むことは、
長期的な企業の成功のためにも欠かすことができません。当社だからこそ提供できる価値、活

動を模索し、これからも常に新たなことに挑戦し続けることで、持続的な成長を目指してまいり

ます。引き続き、当社へより一層のご支援を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。
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